
《《蓮田の農業》》  
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武蔵国郡村誌
むさしのくにぐんそんし

（明治の初め）などによ

ると、農業生産の主体は穀物
こくもつ

で、水田
すいでん

は

米
こめ

のみ生産
せいさん

ですが、畑
はたけ

においても麦
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・

粟
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・豆
まめ

・稗
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・黍
きび

などの栽培
さいばい

が主体
しゅたい

でし

た。これは近代に至
いた

るまで農業生産の

主要作物になっていました。 
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《行事の複合》　　２倍の神頼み…！？

　「道切り」と「百万遍」、「天王様」と「お獅子様」など、

行事が複合して行われることがあります。祓いの行

事を重ねることで、その効果をより確かなものにす

るとされます。写真の上平野の天王様は、現在 7 月

14 日頃に行われますが、写真中央には天狗の面を

被った人がいます。「天王様」と「お獅子様」が複合

して行われている一例で、祓いの行事を重ねること

で、その効果をより確かなものにする例の一つと言

えるでしょう。

《浅間山の大噴火と天明の大飢饉（だいききん）》
　長野・群馬県境にある浅間山は、有史以来噴火を

繰り返し、天明 3 年（1783）7 月に『鬼押出し』を

造り出した天明の大噴火を起こします。浅間山は、7

月 5 日から 7 日の大噴火では、埼玉県域一帯にも降

灰し、秩父地方で 4、5 寸（約 12 ～ 15cm）・県北で

2、3 寸（約 6 ～ 9cm）・県南では 1 寸（約 3cm）積っ

たといいます。

　この大噴火は、利根川・荒川などの河床を上昇させ、

排水不良による洪水が頻発しました。

　また、降灰によって農作物に大きな被害を与え天

明の大飢饉の一因となりました。

《利根川 (とねがわ ) との関 ( かか ) わり

　　　　　　　　　　　－中条提と市内の水害ー》
　利根川は、群馬県北部水上町に源を発します。関東

平野を貫流して千葉県銚子市で太平洋に注ぐ、流域

面積では国内第１の河川です。元の流れは、現在の

荒川流域にあったものが徐々に流れを変えながら、

古利根川という名前も残るように東へ移動し、徳川

幕府により現在の流れへと人工的に移し替えられた

ものです。古来より流域の大地に多くの恵みをもた

らすと共に、荒川と合流することにより、暴れ川と

して幾度となく大きな被害を出しました。

《秋の祭り》実りの秋と人々の祝い・・・
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翁の舞 (写真１)　 三番叟の烏跳び (写真 2)

　熊谷市付近の利根川支流には、中条提（図参照）

と呼ばれる自然堤防を活用した人工堤防があり、江

戸から明治時代にかけて大洪水の進行を阻みました。

　上流の場所で川が氾濫すると、下流にあたる蓮田

市にも被害を大きくもたらしました。

　なお、記録に残る最も古い洪水は、天平宝字 2

（758）年の毛野川（鬼怒川）洪水が記録に残されて

います。

《秋の祭り》《秋の祭り》実りの秋と人々の祝い・・・実りの秋と人々の祝い・・・
　秋に行われる祭り・行事は、豊作祝い、あるいは

収穫感謝のための祭りであり、春の予祝・祈願と対

応しています。神社での祭典、獅子舞や神楽、芝居

などが行われてきました。県内に唯一伝承されてい

る「閏戸の式三番」もこの行事の一つと言えます。

　毎年 10 月第２土曜日（以前は 14 日）に奉納され

ますが、『能楽』の翁から起こったもので「豊年を祈

り」・「繁栄を祝う」めでたい舞で、白い面の翁（写真１）

と千歳、黒い翁面の三番叟とが次々に舞います。初

めに翁が出て儀礼的・呪術的な舞を行い、その後に

三番叟が烏跳び（写真２）などくだけた調子で面白

く演じて見せます。舞の中には種蒔き等が含まれ、

農作業に非常に係わりの深いものであり、収穫の終

わった農民に一時の憩いを与えたことでしょう。

『閏戸の式三番』  

日時：： 

110 月第第 2 土土曜日  

午午後 6 時時より 

場場所：  

上閏戸愛宕神社 
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初夏から秋にかけての農作業と豊作を祝う村や家の行事－昭和 30 年代を中心として

シノッパライ

閏戸の式三番
10 月
第 2土曜日

注）「蓮田市の年中行事」ほかより作成。下線を引いたものにつ
いては、現在は見られなくなっています。講については、代表者
が行く代参講から、個人で参拝する形に変化しています
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天王様
7 月 14 ～
15 日

ホガケ
早稲の稲刈り後

六日うどん
7月 6日

カッキリ
ゲー・コッキ
リゲー

大山講
春山 (4月）
夏山(7月末～お盆前）

サナブリ
田植えのあと

収穫した小麦で「六日うどん」
を作り仏様や神様に供え豊作を
感謝する

田植えの最後に苗を 2 束、家の
荒神様に供える

神奈川県大山阿夫利社に参拝
( 代表者による雨降り祈願・出
世祈願のため、男子が同行する）

大山詣での安全を祈り、夏山の
間、毎晩大山灯籠に火をともす。
灯籠は木製の組み立て式で、大
山講が行われなくなった現在で
も高虫、貝塚など市内の各所で
行われている

夏祭り。神輿をかついだり、お
囃子を乗せた山車をひいたりす
る。獅子頭を持って村内を回る

早稲の新米がとれると、俵にな
らない半端な米を精米して炊
き、神様や仏様に供え家族も食
べる。

早稲の稲刈り後や奥手の稲扱き
（脱穀）後に、アズキゲー（団
子入り粥）を夕飯に作り神様や
仏様に供え、家族も食べた。

米の脱穀・調整後、道具類の始
末が終ると、五目御飯を作り神
様や仏様にお供えした。

埼玉県指定無形民俗文化財。閏
戸の愛宕神社の秋祭りの日に奉
納される豊年を祝う民俗芸能 
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